
　大
おお

きな地
じ

しんがあったとき，八
や

木
ぎ

山
やま

動
どう

物
ぶつ

公
こう

園
えん

の動
どう

物
ぶつ

た
ちはどうしていたのでしょうか。
　カバのカポのお話

はなし

を読
よ

みましょう。

　わたしは，カバのカ

ポ。地
じ

しんのときは，具
ぐ

合
あい

がわるくてしにそうに

なりました。わたしは体
からだ

がおもいから，あたたか

いプールの中
なか

で体
からだ

をぷか

ぷかうかばせながら休
やす

む

のです。でも，地
じ

しんの

後
あと

，水
みず

がつめたくてプールに入
はい

ることができなくなってし

まいました。わたしは，地
じ

面
めん

にすわるとなかなか立
た

てなく

なってしまうので，「いつものようにあたたかいプールで

のんびりしたいなあ。」と思
おも

いながら，くらいへやで，じっ

とがまんしていました。

　電
でん

気
き

がこない，水
みず

が足
た

りない，水
みず

をあたためられない，

わたしのへやをきれいにしてもらえないなど，こまったこ

とがたくさんありました。

　でも，みんながわたしをたすけてくれたのです。日
にっ

本
ぽん

中
じゅう

の

水
すい

ぞくかんや動
どう

物
ぶつ

園
えん

のしいくいんさんがえさを送
おく

ってくれまし

た。工
こう

事
じ

をしていたおじさんは，ボランティアで水
みず

をはこん

でくれました。動
どう

物
ぶつ

園
えん

では，わたしのプールの水をあたため

るために大
だい

事
じ

な電
でん

気
き

をつかってくれました。しいくいんさん

たちは，わたしのために夜
よる

もねないで見
み

守
まも

ってくれたのです。

　おかげで，わたしは，すっかり元
げん

気
き

になりました。夜
よる

は，あ

たたかいプールの中
なか

で，ぐっすりねむることができるし，えさ

だってもりもり食
た

べられます。ねるときにいつも思
おも

うのです。

「今
きょ

日
う

も元
げん

気
き

！早
はや

くみんなと会
あ

いたいな。」ってね。

　今
きょ

日
う

もたくさんのお友
とも

だちが，わたしたちに会
あ

いに来
き

て

くれます。ガラスのむこうに，みんなのにこにこえ顔
がお

が見
み

えます。わたしは，水
みず

の中
なか

を元
げん

気
き

におよいでいるときもあ

るし，水
みず

から上
あ

がって日
ひ

なたぼっこをしているときもあり

ます。のんびり，楽
たの

しく毎
まい

日
にち

をすごしています。いつもみ

んながあそびに来
き

てくれるのをまっています。
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